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《
会
員
著
書
紹
介
》

木
田
章
義　

編

『
国
語
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

本
書
は
、
日
本
語
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
分

野
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
か
を
概
説
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
（
節
・
コ
ラ
ム
の
項
は
頁
の
関
係
で

割
愛
）。

「
国
語
学
」
と
い
う
分
野

第
一
章	

資
料
論	

	

肥
爪
周
二

第
二
章	

表
記
史	

	

鈴
木
功
眞

第
三
章	

語
彙
史	

	

大
槻
信

第
四
章	

音
韻
史	

	

木
田
章
義

第
五
章	

文
法
史	

	

青
木
博
史

第
六
章	

敬
語
史	

	

森
山
由
紀
子

第
七
章	

文
体
史	

	

木
田
章
義

第
八
章	

国
語
学
史	

山
本
真
吾

国
語
史
関
係
年
表

参
考
文
献

目
次
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
、
本
書
の
記
述
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
に
は
、
未
だ
定
ま
っ
た
方
法

論
や
確
立
し
た
定
義
が
な
い
も
の
、
未
着
手
の
研
究
テ
ー
マ
が
多
く
残

る
分
野
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

し
か
し
、
本
書
の
特
徴
は
範
囲
の
広
さ
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
語
の

歴
史
を
考
え
る
上
で
の
文
献
に
対
す
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い

る
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
る
。
は
し
が
き
の
「「
国
語
学
」
と
い
う
分

野
」
の
中
で
、
国
語
学
は
「
古
典
籍
そ
の
も
の
を
分
析
し
、
そ
れ
を
言

語
・
文
学
・
思
想
な
ど
の
研
究
資
料
と
す
る
」
と
い
う
点
を
指
摘
す
る

一
方
、
今
日
で
は
言
語
学
の
一
部
分
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
、
国
文
学
か

ら
分
離
さ
せ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
語
の
歴
史

を
考
え
る
以
上
、
文
献
学
的
知
識
は
国
語
学
に
必
須
で
あ
る
。
こ
の
点

か
ら
本
書
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
選
び
、
何
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
か
を
、
ま
ず
第
一
章
の
「
資
料
論
」
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
第
二
章
か
ら
の
各
論
は
、
文
献
学
的
知
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
各

分
野
に
お
け
る
概
略
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
は
、
各
分
野
で
ど
の
よ
う
な
事
が
い
わ
れ
て
い
る
か
を

広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
本
語
を
歴
史
的

に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
基
礎
と
な
る
資
料
は
何
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の

方
法
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
の
歴
史

に
興
味
が
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
有
益
な
概
説
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
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（
平
成
二
十
五
年
四
月 	

世
界
思
想
社 	

Ｂ
６
版 	

三
二
八
頁 	

二
、九
〇
〇
円
＋
税
）

田
中
道
雄
・
田
坂
英
俊
・
中
森
康
之　

編

『
蝶
夢
全
集
』

本
書
は
、
近
世
中
期
を
生
き
た
文
人
僧
蝶
夢
に
関
す
る
作
品
を
多
数

収
録
し
て
お
り
、
蝶
夢
の
全
貌
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
一
書
で
あ

る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
（
各
篇
の
具
体
的
な
作
品
名
は
頁
の

関
係
で
割
愛
）。

待
望
の
全
集
―
甦
る
文
人
僧
蝶
夢
―	　
　
　

島
津
忠
夫

凡
例

発
句
篇

文
章
篇

紀
行
篇

俳
論
篇

編
纂
的
著
作

編
纂
し
た
撰
集

解
題

文
人
僧
蝶
夢
―
そ
の
事
績
の
史
的
意
義　
　
　

田
中
道
雄

年
譜

同
時
代
の
主
な
蝶
夢
伝
資
料

蝶
夢
同
座
の
連
句
目
録

蝶
夢
書
簡
所
在
一
覧

索
引

あ
と
が
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
道
雄

蝶
夢
に
関
す
る
資
料
は
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
の
全
貌

を
掴
む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
こ
の
一
書
が
全
集
と
し
て
ま

と
め
上
げ
た
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
蝶
夢
の
全
貌
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
長
年
の
蓄
積
と
研
鑚
の
賜
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
書
末
部
に
備
わ
る
「
文
人
僧
蝶
夢
―
そ
の
事
績
の
史
的

意
義
」
で
は
、
編
者
で
あ
る
田
中
道
雄
氏
が
蝶
夢
の
事
績
を
懇
切
丁
寧

に
辿
っ
て
い
る
。
蝶
夢
の
生
涯
を
概
観
し
、
そ
の
人
間
像
を
手
紙
や
文

人
と
の
交
わ
り
な
ど
か
ら
考
察
し
、
さ
ら
に
は「
主
体
の
つ
よ
ま
り
」
と

い
う
観
点
か
ら
蝶
夢
の
新
た
な
文
芸
理
念
に
ま
で
筆
を
進
め
て
い
る
。

蝶
夢
研
究
は
も
と
よ
り
、
近
世
文
芸
に
お
け
る
「
自
我
の
主
張
」
を
考

え
る
上
に
お
い
て
も
、
本
書
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
二
十
五
年
五
月　

和
泉
書
院　

Ａ
５
版　

九
七
四
頁　

二
四
、一
五
〇
円
〈
税
込
〉）
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高
倉
一
紀
・
菱
岡
憲
司
・
河
村
有
也
香　

編

『
小
津
久
足
紀
行
集
（
一
）』

本
書
は
、
小
津
久
足
の
未
刊
紀
行
文
（
写
本
）
三
点
を
翻
刻
し
、
そ

の
解
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

解
題

凡
例

本
文

　

よ
し
の
ゝ
山
裹

　

花
染
日
記

　

花
鳥
日
記

　

残
楓
日
記

小
津
久
足
は
生
前
、
刊
行
さ
れ
た
書
物
は
全
く
な
い
。
つ
ま
り
、
現

存
資
料
は
す
べ
て
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
取
る
に
足
ら
な
い

人
物
で
あ
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
彼
の
経
歴
を
見
れ
ば
、
自
ず
と
導
か

れ
よ
う
。

久
足
は
伊
勢
松
阪
の
豪
商
の
出
で
あ
る
。
伊
勢
松
阪
と
言
え
ば
国
学

者
本
居
宣
長
の
お
膝
元
。
久
足
は
、
宣
長
の
実
子
、
春
庭
に
師
事
し
て

い
る
。
後
に
、
春
庭
の
息
子
の
後
見
人
と
な
る
な
ど
、
緊
密
な
交
流
が

う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
有
名
な
所
と
し
て
は
、
や
は
り
曲

亭
馬
琴
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
そ
の
関
係
は
馬
琴
自
身
が
「
三
友
」
と

称
す
る
ほ
ど
、
親
密
な
仲
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、

久
足
も
馬
琴
の
作
品
に
関
し
、
批
評
や
感
想
を
述
べ
た
こ
と
は
研
究
者

の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
た
だ
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
馬

琴
の
友
人
と
し
て
あ
ま
り
に
有
名
な
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
部
分
が
陰

に
潜
ん
で
い
た
。
ち
な
み
に
「
東
京
物
語
」
で
有
名
な
映
画
監
督
、
小

津
安
二
郎
は
、
久
足
の
末
裔
と
い
う
話
も
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
彼
の
隠
れ
が
ち
な
側
面
、
即
ち
国
学
者
や
蔵
書
家
、
さ
ら

に
は
紀
行
を
中
心
と
し
た
彼
自
身
の
文
芸
活
動
は
、
春
庭
や
馬
琴
と
の

関
わ
り
を
考
え
る
上
で
も
、
彼
の
思
想
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
興
味
深
い
。
さ
ら
に
は
、
富
裕
な
商
人
が
趣
味
的
風
流
の
中
で
、
如

何
に
文
芸
に
携
わ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
近
世
文
芸
史
研

究
と
い
う
立
場
か
ら
見
て
も
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
彼
の
そ
の
よ
う
な
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
積
極
的
に
試
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
書
の
意
義
で
あ
る
。
本
書
に
は
、

『
よ
し
の
ゝ
山
裹
』『
花
鳥
日
記
』『
残
楓
日
記
』
の
翻
刻
と
解
題
が
収
め

ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
翻
刻
資
料
の
数
が
少
な
く
、
写
本
で
し
か
残
っ
て

い
な
い
た
め
、
研
究
環
境
と
し
て
は
よ
り
一
層
の
充
実
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
書
が
備
わ
っ
た
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月 	

皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所 	

Ａ
５
版 	

一
五
五
頁
）
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入
口
敦
志　

編

『
武
家
権
力
と
文
学
：
柳
営
連
歌
、『
帝
鑑
図
説
』』

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
史
の
中
で
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
将
軍
家
や
大
名
家
の
文
学
利
用
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ

る
。
芸
術
活
動
の
政
治
利
用
と
聞
け
ば
、
と
も
す
れ
ば
否
定
的
な
意
味

合
い
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
現
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
が
国
威
発
揚
の
た
め
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
を
利
用
し
、
つ
い
最
近

ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
は
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
今
で
も
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
と
い
う
。

し
か
し
、
本
書
が
目
指
す
の
は
そ
の
是
非
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。

現
実
と
し
て
江
戸
時
代
の
、
言
わ
ば
権
力
機
構
が
そ
の
威
光
を
誇
示
す

る
た
め
に
、
文
学
的
活
動
を
積
極
的
に
利
用
し
た
と
い
う
事
実
を
掬
い

あ
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
あ
く
ま
で
「
江
戸
」
の
文
学
の
様
相
を
探
る

一
つ
の
可
能
性
を
示
す
姿
勢
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り

（
各
節
の
具
体
的
な
項
は
頁
の
関
係
で
割
愛
）。

序　

章　

武
家
の
荘
厳

第
一
章　

柳
営
連
歌
考

　

第
一
節　

将
軍
の
連
歌

　

第
二
節　

二
丸
権
現
様
荒
廃
記

　

第
三
節　

御
連
歌
由
緒
考

　

第
四
節　

稲
荷
社
と
柳
営
連
歌

第
二
章　
『
帝
鑑
図
説
』
考

　

第
一
節　

模
倣
と
変
容
―『
帝
鑑
図
説
』
受
容
発
端
―

　

第
二
節　

唐
冠
人
物
の
来
歴

　

第
三
節　

唐
破
風
考

　

第
四
節　
『
帝
鑑
図
説
』
の
読
ま
れ
か
た
―『
帝
鑑
評
』
を
中
心
に
―

終　

章　

権
力
と
出
版

【『
帝
鑑
図
説
』
関
係
略
年
表
】

【
初
出
一
覧
】

【
参
考
文
献
一
覧
】

【
図
版
一
覧
】

索
引幕

府
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

柳
営
連
歌
は
、
二
百
年
以
上
に
渡
り
徳
川
家
に
よ
っ
て
脈
々
と
続
け
ら

れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
文
学
的
価
値
を
評
価
す
る
も
の
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
幕
府
と
連
歌
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で

（
第
一
章
・
第
一
節
）、
三
つ
の
節
を
立
て
柳
営
連
歌
の
文
学
的
価
値
を

見
出
す
（
第
一
章
・
第
二
～
四
節
）。

『
帝
鑑
図
説
』
は
中
国
に
由
来
を
持
ち
、
一
種
の
帝
王
学
の
教
材
と
し

て
受
容
さ
れ
た
も
の
が
、
如
何
に
日
本
風
に
成
っ
て
い
く
か
と
い
う
過

程
を
追
い
、
最
後
に
そ
の
受
容
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
終
章
に
お
い
て
、『
帝
鑑
図
説
』
を
中
心
に
権
力
と
出
版
の

在
り
方
を
論
じ
る
。
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冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
権
力
誇
示
の
一
環
と
し
て

の
文
学
」
と
い
う
観
点
で
江
戸
文
学
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
ま
ご
う
こ
と
な
き

江
戸
時
代
の
一
つ
の
文
芸
活
動
の
姿
で
あ
る
。
本
書
は
新
た
な
江
戸
文

学
観
を
提
示
し
た
と
い
う
点
に
置
い
て
、
大
変
意
義
深
い
。

（
平
成
二
十
五
年
七
月 	

ぺ
り
か
ん
社 	

Ａ
５
版 	

二
九
二
頁 	

六
、三
〇
〇
円
＋
税
）

井
上
敏
幸
・
伊
香
賀
隆　

編

『
肥
前
鹿
島
福
源
寺
小
志
』

福
源
寺
は
、
佐
賀
県
鹿
島
市
西
南
、
三
嶽
山
東
麓
の
野
古
見
郷
三
川

内
の
里
に
立
つ
古
刹
で
あ
る
。
宋
の
無
学
祖
元
が
渡
来
し
た
際
、
滴
水

庵
に
観
世
音
菩
薩
木
像
と
龍
女
・
善
財
の
両
脇
士
を
安
置
し
た
が
、
寛

文
八
年
、
そ
の
故
地
に
梅
嶺
道
雪
が
再
興
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本

書
は
、
そ
の
福
源
寺
重
興
時
点
の
様
子
や
大
正
時
代
ま
で
の
来
由
に
関

す
る
資
料
、
そ
し
て
梅
嶺
道
雪
の
伝
記
資
料
を
収
め
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
通
し
て
、
福
源
寺
の
歴
史
の
大
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

口
絵

凡
例

一　

円
通
山
滴
水
福
源
禅
寺
重
興
編

二　

円
通
山
滴
水
福
源
禅
寺
重
興
編
附

三　

円
通
山
福
源
禅
寺
規
條

四　

本
山
十
六
景
・
末
寺

五　

天
照
開
山
故
法
王
梅
嶺
雪
公
和
尚
塔
銘
併
序

六　

法
泉
開
山
梅
嶺
雪
公
和
尚
行
業
記

七　

円
通
山
福
源
禅
寺
諸
由
略
記

八　

福
源
禅
寺
常
住
物
簿

九　

円
通
山
滴
水
福
源
禅
刹
中
興
碑

解
題

参
考
文
献

あ
と
が
き

本
書
で
は
、
書
き
下
し
文
・
注
釈
・
原
文
と
い
う
形
式
で
各
資
料
の

紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
で
は
語
注
と
簡
潔
な
解
釈
・
解
説
が
記

さ
れ
て
お
り
、
巻
頭
の
口
絵
に
は
資
料
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
普
明
寺
蔵
「
鍋
島
直
朝
像
」
や
福
源
寺
蔵
「
即
非
如
一
・
梅

嶺
道
雪
蔵
」
の
像
讃
、
梅
嶺
の
黄
檗
僧
と
し
て
の
活
動
を
伝
え
る
頭
陀

袋
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
梅
嶺
は
鹿
島
鍋
島
家
第
三
代
藩
主
直
朝
に
よ
っ
て
福
源

寺
の
再
興
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
、
彼
が
、
鹿
島
の
滴
水

庵
が
無
学
祖
元
の
故
地
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
調
べ
て
い
る
秀
れ
た
学

問
僧
で
あ
る
と
い
う
噂
が
直
朝
の
耳
に
入
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
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る
。
た
だ
し
、
無
学
祖
元
が
鹿
島
に
滞
在
し
た
、
あ
る
い
は
通
過
し
た

と
い
う
事
実
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
の
七
（
円
通
山
福
源
禅

寺
諸
由
略
記
）
の
記
録
が
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
本
書
の
最
後
で
は
、
無
学
祖
元
伝
説
の
解
明
を
、
こ
れ
か
ら
の
福

源
寺
・
梅
嶺
研
究
に
お
い
て
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

な
お
、
本
書
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
た
、
井
上
敏
幸
・
白
石
良
夫
編

『
肥
前
鹿
島
福
源
寺
蔵
書
目
録
』（
平
成
二
十
四
年
三
月　

佐
賀
大
学
地

域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
書
籍
類
も
、
梅
嶺
の
黄
檗
僧
と
し

て
の
活
動
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
と
同
様
、
貴
重
な
一

冊
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月　

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

Ａ
５
版　

一
七
〇
頁
）
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